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巳ー］ ワロの「 13 p拍出に閃する一方累

・日本原子力研究所 内籐登角．鈴木紋夫

．〔実験の自的）

TBP によるウラソの抽菰 1.1ウラ‘J積欽工程．原子炉燃料再処涅

工程などiに広く利用されてお 1). これ］こ肉達した叙文土少·くなI.\.

然しその油出の裳構に就て・1ま臨．論の成さ出ていない様に思われう會

一絞に溶媒抽出の際に生成すると房えら 94 る錯化合物は、 その単悔

ガ困痘て＇あるだのその生戌之虚｀認するこ乙がむつがしい。ウアンfi)

TBP抽出の放樺としては，、灰の反応の生起が予郊されている｀

u心貧叩‘t2N03ー河） ＋ 2TBP(O1 〕二 uoュ (Nむ）ぇ'(TBP) z. (oャ3)
索し二<lJ,抽出放椙芝支持するに 11 従来のデータて'13 余l) 1 二乏·. t. It.\.~黍

に思わいる．演君等 11 ，先づ｀分配平街の測兒からこの旅な饂；ピ合砺

左碑認する一般的な絣祈方法之考果し、次にこの鮮祈左ウラソの

TBP油出について道用しでの祓槻の臨明と試みた．
〔突酸方法）

耕釈剤乙しt llil塩ィヒ炭菜及びケロシン＾こ用い．各理のウラッ浪房

群唆潔戻 TBP 濃度、温度に対応すう碑藪ウラニルの分配平衝立i
定しだ。 ウランの分析に 1ま羅較4ヒ水素法左用い．硝酸ウラニ lレネ落

瓶中の遊蒟宙酸の浪l) 定に 1:1:遥酸化ウラ、バ児澱，しまさ甲いた． まだ店枇

担中の水分の涙ll 定にはカー）レフィッシヤー満児左行った。

ぽ設結果）

25a しに於ける分訳平街吝測定した結果、ウラ、ノの分配保数に対

する（／）ウラソ濃羨の影響、 (2)硝酸浪度の彫響．（3）市P 痕戻の昂噸

が求められた。

•以上の分配平衝の測足の結果，、次の相迅救；構ガ｀予應出来る．即ち

ん uo了（ ai.J -t 2 _,,,ｵ /'IO 3- 心）す V TB;P (or, ') :::: ｛万0ュ (AI()山｝／

（市P)u(C,rg)

漂巷等の一般的な購訴方法に従ってウラ、ノの祐菜落疲に対する分
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配平衝吝測定した結果．上記及応の保萎しが＝ 1, t/=2..であること

苫喧詔、した。

またウランの分翫屎数に対する辟酸濃度の影嘲から，瑣酸駿 I性翠

液からのウランの加出に於ては火の抽試反応の並発しているこ乙が

予想され互

メい(a.1-r/No-; (a. g)+/)祖p (o嗜）二 (HN 03ら (Tl3P) iJ 

同捩の競析さ試みた苗果、 Iが／03 の恕虫に対して 11 ノ＝」，ソ：：： ］で

あることさ哩記した．徒って忠酸酸 I性でのウラソの Tl3P 油出に於（

は1 上記の二及応の競合す令ご＿とが予想さ収る．

まだー・ー記抽淑反応の反応患吝測定した結果 2~ 3 kr4 程度であ

るこ乙が明らかになった。＇この瓜 11水泰佑合の結合工木）レギー乙ほ
ゞ＇同程度であ I)、従つてこの錨化合物の史足度 11 水素結合のそれと

同程度であっことが示唆される．

なお、 従禾市P に対するオいの溶爾年度から mp. mo なる錮北合物(J)

形成が唱えられていたが， 二の様な鈴に合物の生武 11 認め窟ぃ二'r.

、も明らかになった。

以上

B-2 TBP による核分致生尻物の分配平衝

□本原子刀研究所．梅沢弘一，原札之助

族燃料化学処理パイロット，プラ、ノト設計の基辟こなるデ＇ーター

さ得る目的で＼ふんしff£戸必→臼仏在（ TBP) によるウラソの抽凪

に引読さ、 TBP 柚慮の際の各靡枚今媛庄成物1 の行勤］二肉する虚虎

区行っだ。今回の研究て汀ま先づ＇／各種旅今妓生戌物の混合物さ用い

て哭険乞行い、ついて'1 個々の放分烈生成物につき哭映する予定で1

ある．

使用した核分裂生成物は、Jfil位元素·勅会を盪し＂て賎入したおので

g以た人グー0. 35 である .. 

先プこの涅合物より族種の沢足立汀った，方法 1:t羅弟のイオ、ノ矢
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揆樹脂による分競浅さ用いた．樹脂 11 瘍 4’ ・オ・ノ交換撰暗 D心奴 5ox

-g ／西～2oりメッツュ(J) ::Lのさ用い．¢ ¢,7c,Iれ X 5(99•I の栴脂杜

さ戻用した。溶蜀 lまず練放射体に着自して分尚区行うために，核分

袈生成物の 4ぇ M. /1 dl 溶波さ逢し、通渦液と a2 NH戊 l二 R“'

as劣～6、 3 faシウ酸で‘均ーNb, 5 劣クエン酸アンモン PH35 ('C｣, 

PH ぷ 6 て＇心の落出吝行じ＼，各溶泣都 1ま GM カウンター、及び'.J、.

ルスハイト、 アナライザーて＇汲種の決定さ行った，
抽出史験はり／'_,1-,<-c程度の放射煕左合む微分裂生成廂渥液／0]』さ

~ t), 113P //)~.にて神退した。市P 濃表乙して lユ9 :z 0 必及び砂広

之とり／希釈斉1) こし‘て四温如炭索•及びケロンソ吝用いた．なお，
水疱痰の酸牲度 l1 { 3, 45, 7. /0 N の席酸·濃度にフいて行った，

分坊はネ噌，有枇層よ見．各 I"11必，さ．とリ，惹発乾恕して放射肥吝測

定した．

祠れの場合でも有裁噌へのつつり方ばきわめて少ヽ;z.木層の加、
～加。，，程度であった．なお届祗着！こうつる核、種の決定も試みた。

日—.3 廃棄物処理におげる）V デニウムの分離

中井敏夫 矢島聖伎
白本原子JJ研兒所

木村 幹山口七購子

目的：模合袈生成勅中に含まれる 1レテソウム 11, 半嘘期が比軟的

畏丸 そ(J_)だめ生成物中でしめる剖令ばかなり大き<..,かっその壌

変の際の放厨練のエネJレ埒‘ーも娘校のロシ＂ウムが共存するので＇相当

に秀い。その化学的冷蕨 1.1壌船て＼燃料再処理および炭東物処理に

おいても、 多くのフラクショゾ 1二分敢する二乙が知られてい~.

無担犀の旅分娯生成物さ A オソ矢換樹脂で＇分撰する渇合も，ルテ
ニウム 1工陰イオ、ノ部分のみでな.J..., アJV 1) I) 金晏および＇ア IV 力t}..t.9

類金啜乙丸こその 5~ IC)％が流盛し，さら 1こ樹犀柱に差国に吸吾さ
汎て，•各程叢屡の温酸によっても溶無されないて＂殊る七のがあるこ
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とがわかった。そ二でイオ、ノ交喚樹賠 1こかける前にルテニウムさ分

黄するこ乙が、ルテニウム利用の面からものぞまれる．
上記の目的にそうような）レデニウムの分憐法に II, すで＇ rこいろい

ろな方法が取告されているが，ィヒ学的匁．四の商便~さおよび後処症 L

乙して 1レテニウム玄豫去した試料恣淑さ 4 オ、ノ交渓樹廂に流吋こ乙

さ危ぇ，水酸ィヒ鉄による只況法吝利用した。

今回 l1 水職化鉄沈叛さ均．ーにフくるための沈殿怜l, 田•およぴ溶巌

中の幣旗負疲度の影臀こ，）レテニウム以外の核分裂生成廂成分の央

沈朕況等について検詩しだ。

また照担体の 1レアニウムの溶衆中{’,'の 1庄負吝換言寸する急昧て｀｀、か

つまた庶料再処捏の瘍合のこ乙吝芳えt, T13P のケロ、ン‘ノ溶液によ

る柚出の曳験土ィ井七て行っだ。

契険方法: /) 共泥法の沢液剤 l二ついて、11, Iレデニウムさ分負する

瘍合·試料溶汲の PH さ 2~3 Iこ頴節し· アン王ニアガス忘吹きこ

人てビ水酸北鉄さ沈送させる乙いう報告がある．われわれは水酸北鉄

の沢殿さ所足の PH-(均ーにつくるために、ア．ソモニア水，ア、ノモニ

アガス，菜泉、ヘキサメ-j- JV テ・トラミン モールス氏温．乙蛍酸化
ォ＜泉字について挨蔚した。

一杭J'<'.'..してモー）レ釦蜃乙温彰ヒ水素による蟷合屯述べ｀る．モーJl/
恥福の道堂（如959) エ水 20況に違館し／必Rぶ之 (”'‘0~

心砂a c戸況）加え， PH 芝2.. 2.s 3 、o, 3.．名併0 こ調節し， 5多温巌

此水素水ぷ炉¢左これに加え，境ー鉄を実二鉄に蹴化し，加蒸欲口

盪し， /0 況の蔑渚水て涙浄後． 溢かいユ N疵酸て＇患群し、その落

凌玄ホ゜リエナ V‘J試料び＇んに入れ， ゎ練．シンナレーシヨ、ノスペクト

ロメーターて1 スペクト）疇と 9、放射 I比疲程の共況状況玄輝·""'た。

同時に各 PH における未反応羞K イオ、ノの定量さ行い．夫存楚解貝

こしては， 0J ~ 5疹堀4ヒアンモ、ノ溶衆について尿系さ用いて共況

恥兄文検討した。

ュ）諭入され；竺／必位 （トリニトラトントロシ）V iレテニウムの

怠酸溶巌）ど頂いて，•各謹穿較濃浸て'', TBP のク～ ／卯沙Jァ・ロシン
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溶潔で抽退幻行った。

結果：沢激禅）については、アソモニア水およびアソモニアガ｀入さ，

用いた場合はかきまぜ｀るにいかかわらず羞部的なpH の上昇があt)

均一沢殺さつくりにく人、尿祟の瘍合 ll 均ーな沢疲1まできるか，塁

茉］の尿素が口液に残り後央理に不梗であり， ヘキサメ＋ルデトラミ

ン苫用いた瘍合は PH4 においてのみ況汲さ生成し、 それ以下て'tま生

成しなかつだ。モー）V 区塙 l二逗該化水泉さ加えた瘍合ば、均ーな沢

澱乞つく．t),局部的な PHのJ::_昇もな丸 PH の詣節北容易t'あった

突験結果の一例左挙げると次表のようて｀ある． , 

PH 磨c碍） ／叙s(%) I必邸（疹） ，；r-虚（芦）
,:5 # 

゜
11/- /t} 

2‘ん。 5ｷ 0 ら7 75 

25 4 ｢ 8d gs 

ゴI) , 6 I '77 ダ8

3、 5 6 / &I ？ヽ

仕り 6 I 75ｷ 95デ

106 尺辺 の釦9 多乙ダ＄幻＋芍ゅの'JS% ·t}決沢するこ乙がわか

コた。溶蝶油虫法では平衡時の水吾の硝酸濃度 45~I N て＇もコ乙

もよく抽退され、 2ヽ形市pヶロンソ落液でみかけの分配尿数 lゴ

／， 5 て、あった。

B-4 放肘柱汚染捺去［同する基廣的研究日(OH)3の功用

要旨

石橋堆森

東都大埓痘学部分析化学研究室 奎松 l匡倍米

0 小山睦夫

／）核分裂生成物冥の内で全杖糾能に対する寄与の大きヽヽ放計注．

扱稽 C4/3: Bる戸、 3k’: y 99 ょご cヽ竺p只 Zr'5-Mb 竺 々；“-ふ‘.
米． 京都大学ヒ学研究所
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な沙の戸 (OH），乙の失況）こっいて研究し”，更に抜分致生成物質その
ものについて応~(0H)3 -cの共洗による除釆効果芝しらべ｀た。 ' 

渥用した況澱沃 11, -カー沈級法と不幻ージロ澱法て＂ある．灼一沢汲

法で 11, 湿化ア、ノモニウムーアゾモ＝ャ→温酸の談衡袢l により •,PH

左芍勺'S、 6 7. 9 の 4 設世に誤節した口（亙） EDTA 錨湿の水、溶液 l ―-、

3tJ% 退酸化氷桑さ流加して姑塩区分解し洛液中より均ーに F.R (OH),

さ洸翠壮しめ、同時に所の共'/Je 1こおよぽ＇す影害を検訃した．

不均一況濠法砂て 1まJ ・虹盪行われているように、宴二斜し1 オソ
の酸牲落液 1こ潔アンモニャ水さ添m して ら1 (0/i)ぅ苫況激せしめる

方法苫乙った．不均一沈汲法では該侮il1の共痴 I二およぽ｀す膨嗜左し

わべるために，綾衡·剤のある場合とない場合について検討した．歎

成に 1:t霞こ溶液之堅藩て11 2. 0 時同放置した。その曲康y',:AC/., I, ク，

Pr, Zr, Npなど‘加水分餌左受けて況殺吝生し｀＇やすい物噴 l :i、 PH

の座成さ除い ,1ゴ， いづ＇れの方法によっても， 夕畷以上共沈すう

しかしアルカリ土痰元素の Ba., S v l:J.,速液の PH 、 沈汲の方法

の相逸により異った共沈率芝示す． その儘 1ま 9 /0 -80 劣の向にある。

Cs の共況~ l'j更に低く 30％以下であって 1 !3a., Sr ，など乙芦様

の竿劫さ示す．ー鍬的 lご菩つて、知一，沈涙法の方炒＇共況卒）よ偲べ、又

PH の 4基い程共泥率 1ま但砂＼。なお竣衝袢）のある時·ばそれのない時に

比し芙沈率 1ま侭い．以上の痕象 l1救分裂生成吻噴についても隅採て1

ぁる，核分烈卑武物．項の除翠屎数は→回の共紅こっいて／応 50 で

ある応‘： 一度炉温してその炉疲 1二ついて再び共泥操作吝行うご即～

／必こなった。，

2) 以上 l3 いづ｀れん卜 v ．ーサースケー．Iレの濃模における諸元素の

共況て＂あるが、次いて91 加ぶ介鮮さ受けく水鵬ヒ物の泥涙さ庄し1 舞い
3r さ対象にして共紀の I庄只央浣の飽和隈来工研究した。トレー

サーこして 1工 S;- 90 迄用いて．これさ I{)-"-..,,,._ 加以／以よ1） I尻1mm吟は

までしの濃度さ有する非放射牲．温ィヒスト 0‘ノ今ウムの落液 1こ添カロし、 " 

F.｣ I二ついて a1 呵／吟、 厄成ダの白 (Oグ） 3 吝不均ーに沈汲

せしめると、 主Jレ比にして， た.e: S :::;: 2 : I の濃度まで＇は共況によ
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って溶：波中のスト b ヽノチウムの放知距が．減少するのを認めた．洗磁
と平街にある忠液中のストロソナウムの濃度こよ況涙I二おける叢度 ー

乙の南に 1ゴ、 フロイント｀＇リッヒの等混汲着式：必'!J C ＝必）之十尤

勺げ＇成立し、同式において定攻尼）さ得た。ヌ足数 411 ．添加

する鉄の童 I二よって矢~.

またあらかじ‘ぬ沈湛した厄（呪） 3 左含む落波 Iこストロンナウム

（トレーサースケール，および坦店又区加えた）さ加えておぽゞネ均

一沈級の場合乙写しい共沈率を豆反すこ X より、 共沈の主な原因が吸

着にあることが明らか'(''あ~.

B-5 柿蕩鼻駿溶液中のふ—95及びNb ーグタの強
戴）性陽イオソ交揆樹胆に対する奉勁

巳本原子力研究所矢島聖使

• I. 目的放鐸生成物中の Z亨関の合有比率 11 冷却期向ュ00

日程度さ最大にして坦当大きい．したがって痰料再処捏 庚莱物処

揮及び放射l庄固位元果ピしての利用の面t"翌レこ竺v.6の分筒及び＇定

豊が必要でもる。．

従束，桟分烈生成物～よ（） Kパ竺 Nもさ捕集するためにぱ稀；芸酸牲落

淑中ょ〇ミリカゲl)レまたは賜イオヽノ交換紺睛左用いてそ・れらに汲着

せしめる方法があつか汲着ガラジ＇オコロイト｀l の牲頁 l二よなため滋暮

度に再振性がない配また翌と知の分朗ほ為咳落液より唆•イオソ

交換靡賠苓用いて分蔑する方浅乙か、 TTA などさ用いる溶媒抽成

法がある，

痰君は、弗茨湿敲溶波中の名及び1 9姦）の強酸I性鴎イオン炎換康
詣に対する汲塩虔の栢逢及か瑚東部唖條件の汲着虔に反ぼ｀す影嗜さ検

訳＼，した．

2 、 突 映 基本溶衆試料の綱整：梵分放射平街に注した均芍{l,.の

謗酸溶液より両旅狸の約公乞ル C 程度吝乙り濃庇酸乙共に熱して厖
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酸左除去し、さら）こ硫蒙之患発し夫る 3 次 1二濃掘蒙さ加え加敗し巣

発除去する．品び濃爆該左加え加緊除去後 a 2. /Jー温酸 za成 1こ．洛
紐する． ，泡r ．反び、 9切b の濃度は約奴X. /0-1/吋んて＇’/ 函宕の皇 1;;t

各々/,t}プ3 /,Ifてもう．

樹潜柱・農直 l:!:.D如忍沙ーメ＆ （ル9~20ク如） ·町騨の直径

7板厄，長さなク仇れ， 梱脂 1ま 3-N 湿酸て‘水祟型にしさわ 1こ、

ク z Al—振職て1 充分洗っておく、・

流淑操昨：流速， a＄辺／合，流出衷溶液試料口叫！、 a.L M-峨

蔽クa 仇／， 照溜水 20 玩¢·及びI Cl ＄疹篠酸か？仇£または 3N-

•編酸砂況£,

流返液の放射能の涙ll 足：流出液の心つ必また)j',Z.m/.ず｀っ 3碑

子剋試料皿にとリ乾操して料研隈 Moメ以 /00 0-, /Y/, 計数限置によ

ヽ）痰J定した＇。望ォと 9みの放射胆の区別 lコア 1レミニウム汲攻板によ
る両岩のpー錬ェネ）レギl ー測定反び畔談期の測定によった．

3．結果

i)名と嘉の頃岩の相違．上迩のような禄作によると窯

ぱ aュ正湿酸 L共に流虫し、 9乏 r ば a乞％硲欧まだぱヲM-ゥ温酸乙

共に流出し両呑は分無することがて1 きだ．

, ii)試料落液の家濃度と扱着度の閃尿。 9名及び＇ 9％紅も，

幻～呼Hー温酸漠度て賊着度ば大き人なるが名の方が加より

ん吸着力 IJ残ぃ．

iii)試科溶疲臨疸後の時向径逍乙啜着の肉保、前速のよう 1こ？盆

1ま溶液誨整直後に於ても或着力が葛いがそれの時同の謹退 I二挟う茨

ィヒ 1よない． ？ふ 1ヰ茸向の経語と共に成急力が弱ま見 したがって，

両核理の今斉が不完全になる．

1i)茨存賜イオン乙汲麿の完保，宍存喝 A 才｀ノ乙レて 3.,..叶区狭

人た｀l • s戸 濃度の増加にしたがフて芍Vb(}) 吸着が瘤大し、ある

濃度以J:::.になる乙茄薄逼酸 1二よる流出が認めわれな人なった。この

ここから桂奈すると模分烈生成物さ潟イオン交揆樹脂により分展す

る際に、試料液容量吝できるだけ少皇こし Afb さl..Jr'i:共に吸唐せし



“5) 

めればし，他のイオヽノからの分蚤が｀可能になる．

V).Zr:、及びゆの濃度這着の因屎． Zr •及び Nb の坦体左それ

そサしが‘Mんまで（加大だ飴栗 I・エ叙 ltJ--11 M.／ム 濃度の場合口固し”であ

つた。したがっ-zp.c 程度がら¢程笈まてV の Z戸: Nb1二つい-C.. l~ J:: 

速のような現象が定るピ危えるこ乙もて’'さる．

Vl)• 他の痰酸J}生賜 4 オ‘ノ交狭樹詣によう吸着，ダイャィ＊ソ k及

が A碑ぷ疇 IR -Iユク に免よって言武｀みた結果は D。必夕如の瘍合と全
く同じ＇て｀1 あっだ，

Vil) V 及びt’加の癖手容器壁への吸着． a2Mー湿酸溶液中

の応）1) ケ同の径盪ても／0 彩、芍似 lか約 zり％ガ啜羞した｀

B-6. IR応1 燃料溶解に図する報侶

内蒸杢頑垢沢弘一
□本原子力研究町

鈴木敏夫 原北之助

日本原子力症究所一号炉， J. R.R,-1 0 歳料として用いられた(f)

11硫酸ウラニ）レの経氷溶波て＇ある．照料の靡酸ウラニ 1レ l1.、 19.?I災

に濃餡した u- 2.紅名合み／永国原子力委頁会より UFらの勉で弓l
浅されだ欲，硫酸ウラニ）V への沈I エが＇、てリ、ノワロソト化学栄治社

により行ばれた．

螂料の扁眩ウラニ）しに対し雫犬さi＼た規恐乙、哭際の分析僅 l•1 下

記の浬・りであり， ：：八）二よると 4ヒ滓式は uo之 30 4 4知7 ゲzO ta呼？

屯窯弘（分子量 39.z.、 I/7) 乙なる．

房 裕

邁鉤 渋 U-235 の存在比が最低／？ぷ炒より

最葛 za ヽ沙 まて1 1二蔑縮し

たウラ、ノ

形 訳店酸ウラニ）い結晶

一般に化学式ば UO2304, 3IfzO

分析結果

／~-幻灸

u 合・置 、a匂祐．

So-4-、9 年7 妬．
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どされているものっ 以： S{) 4- /: i05 

不詑卿は下記の虚以下でなけれ 1よ｀＇なわない。

戸ヱ 2屈{pp竺） ¢。 (PP I'り

s i St) 50  

万 50 、 5t) 

戸以外のハロゲ、ノ ざ 5 

B a2  t;I, I 

/Ji 5-o 30 

鉗反ひ万布土類元素 ダ0 タ0

Cd a2  a2. 

凶b 20 20 

Co 3 4 5  

p 20 2t'I 

欺料溶疲識製 l二際して特！こ江惣左払っだの 1ま次の諮央である。

I') 不挽物の混入マ不飩物の混入区防ぐためノすべて庚．用する器兵

ぱ徹涅的に洗條し／蚤緊、洗夜の a 合置が aI f炉れ 以下てi＼あるここ之

虚認して使用した｀

Iヽ／）泡液旅の配置一軽水に恣癖しだ欺料 11.‘概 I二栽述脊］が入った版

態乙なるためそれ自身遥銀反応区定す危険が生ずるのて''、 U-Z35

にして＃砂j以上は一ヶ所に置かず，ヌ 各版の向にカト‘1 ミウム坂

之置いた。

iii)齊曼の、正理，ー素墨日ま常に二回淑した容巻の戯董と入汎た窓

器 0) 唱量につき行って二重ナ工ヽyク芝した． ~ 

jV) 漆料の栂叙一一室内の汚染さ防止‘するため極力敷料の展敗玄

窃いだ＼ Q 

V) 保健物疸一昨泉に際して 1よゴ・ム手錢 1 マスク オーバーン

ユーズ送着甲し，旦保健物理都員芝して常時汚来の検淑にあたらせ

だ々

痰料翠液に l:1硫酸ウラニ）ぃ酸）性さ偲つだめの虚酸及が他に添
rャ

加畏歳逗泉乙して少董のたe+: 乙- Aんt-+t 吝加入た。 1二£T+lコ氷が
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分癖して）主成する選酸化；ネ泰の分縮紬媒こして、 Gよャ lヰその見灌

媒， X, A.l吋ま傑蝕の原因かなる不純物戸已頁イオン左つ<.. tJ安

岸ィヒするためのものである．

炉心に於ける嫁料落波の謳成 1:tおよそ、ウラ‘ノ邁庚ーノ、2S'('/i..

琉霞濃戻—砂叩、 T-.e十ナ (Fュ So4‘I Hzo) - 2クヽpp元， C戸汁
((',U,. 30 任＇＄心0) 一知砂盆，心弓Aら (SO«)3 •IaHzo) -

戸乙当重の重／こなるこげ｀要末されだ。

燃料硫畷ウラニ IV I」表さ約fo c尻．径豆勺心 C・元の円畜のステ｀ノ II

ス容器に入って末たので，先っ'1 これさ木゜リエチレソの瓶にと1)出し

ついて所足の溶波に調製した．

搬料注入に際して洗ず＇約、7 必の添加無裁澤類溶疲さ炉心に注入し

ついで以如料溶疲の注入が行はれだが， 5主入 Iユ労一回悪我壇注E入上‘り

却七回江，計 1／舛、CJ 9 (U -235) 立が1}笛栗哭襄こ際し注入され

咆界登 1ま IIク勺て＇＇あっ乙復余茅l反応度左与えるため、更）こ泉

，加注入し，全 u- 2 3夕量 l j. /296, 3 {j乙なった。

巳ー可 イオン交換桝脂による外（中の放則性物員の分晟
定量について一ー特に交歯吻及び C⑫厄仇の処
剛こついて

（神戸大，理）0坪田博行・北野原

、イオ、ノ炎炭樹胆苫用いてォく中の放射位汚米物質の分競定璽さよl)、,

辻速に／旦っ碑突に行うだめに考えなげ札ばならない誨哭 1こがベ
揆計した結果』イオッ交揆法に加九られるべ｀き攻桟呉こしてメ先ず

溶荒剖について検話した、従束，希土票元素（以下 R_E ~思す）と

アルカリ土類 (AE こ営す）元茶の分料にぱクエヽノ殴、酪酪等のア

ソモニウム曲が＇甲いられて束たが これら 1:t溶液の罪痙保存反び液

処理か因危て渇うので！＇実際使用に当っては、将に加し在～の分祁

には不向きであるっ此等の呉に尉こ留慮して痙々揆討した結果、埒



“gj 
酸アソモニウムは分盛如果もよ丸 叉，夜の詞喪保存及び峻処浬が

容易てもるなら 落黄脊l 乙して逸当て＂あることがわかった。これ＇わ

の研究の一部は腕に報岩し左が、結束 ll 次0)如くである。哀口、

I) 巌分殻生成物 (F•P.) の分器： 00叫奴 50, .x. 8, I卯～ノ5(} れムん

&ox /../ ¢知のカラヘさ甲い， I f1ギ＼酸アソモニウム PH J 2 でl

ら{ P廿ヨ、8 でI R.. E.'PH 知2 で！嘉き夫々合競溶泣出末な X 、, 

施環いの粒凌さ細くし、ーカラムさ畏くすうここにより、 R,E立担互に．

分競出永る．
2) IO C祝の長さのカラムさ甫ヽヽてアルカリ ~A.E 吝玲霰アンモニ
ウムの娘度及び戸H 左変・えるこ℃により党全に分競出束る．
3). F.P. ガ天然水中に存在する乙き，本法によれば｀＇だ． E, 1;t MJ 

と菫なるか＇パ］は半減期の短い R. I. <hみてあるから' :...の幸 1寸天

然水中の放射牲物負の定量に妨善 l二ばならないと芳文られr.;,.

玖J::の酷票から， 丼酸ア、ノモニウム名水中の化学成今及び淑射牲

元泉の分誤に用い得る二とがわかった。併し、 哭際 I二雨氷或は海水

の分祈に本法苫用いる易合理々の固造さ生じる。即ち，

／）丙ネゃf這卯ばさ一岸娯回毎 1こ扱取してその中の放厨I性物質

左定量する旅な混合，可放｀リの重の爽臨物が混入して束るから， それ

らの除まその他の対策吝J\i"要こする，

2) 海永ぱ濃戻が＇薔いのて＇I I 海水中の放射腟物負の分杵iこ樹廂法苫

そのまま用いつこ ~Iま美哭 1こは不可能てあるのて‘｀，従来から行われ

ている棒1こ C丞心ルさ加人て共沈さ吐る方法を乙＇った嶋合，乃

やふ2 をそのま、残して計敷すうことは正磁な測足が望めない。此

の時，共沈危， F土や知を分跨してお人ことガ‘窒ましい，

J)について特に向應となるの Iま石;c少遷の A-f.,であり， 2.)、につ

いては F ...e.であるここ』 及び'• F之の置 l3 大湮になるこピもあ 9 得る

こ乙忘汚慮しなければならない。ヌt 2.)については戌の除去l,;;l:

窃論巫も除去出末汎1:1"'痴ど'C丞炉に近い朕態で測

葬出表乞

Fe 芝他の金墨イ穴、ノから象去するのにイオソ交換樹廂法各用い
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る場合， 2 つの方法に大男I] される 即ち嶋イオ、ノ交換紺痺さ用いう

場合こ．咲 4 オ、ノ炎決桝廂さ用いる場合とである．後君 I工矢換速慶

其の他の本唄的奈桔l)約があうこと及びしなるべ'Z 1本のカラムで沢

理しだい等の埋由から嗚イオソ樹胆注でたe のみさ踊単に除き碍5

か否か哀涙計しだ．

A オン痕度／に於ける A.E, 及び，尺 ,E. 't.共‘酸イオツの作る餡イ

オ．ソの安足々数は我々は餌に報告したが太尺 2; 乃至 SI)て｀＇あるお‘

ら，若レ反がこれらのイオンに比して安定々数の値が非常に冥it
ぱ冷哀i I謬男旦っ率哭に行われるのて＇I; 戸£-H、 CO0 系1二つい這

安定々数さ測定しだ。結果）1 幻表に示す様に非常に大きも しか

も庚イオ、ノさ作るのて＇1 ノや酸アッモニウムの丸H 左小、さくして梵今

他のイオ‘ンから分悌溶虫退永ることが予葱される．

Do妬仮醗心｝叉！:j: A処い西 'IR-/20, /00～心O 如丑，

II、 OX 人／ ｢ c舛、のカラムさ使った哭験てし丘反びIAL I1 戸H 2.8~ 

立疇•全に尺．ピゃ．A．互．と分羞立れて出て来る。 Fe が 2吹嗜

以下の為合）ま a ュ N- H ⑫で1 Na.., 0、 5N-H ⑫て｀ツ＜吝落皐した後，

I /viーや酸ア、ノモニウムのたけさ蕩次上げて溶巖する二とにより，

F _1l, tvt ;J-及ひ'IRE.9 凸， SF 去てれぞれ分英溶出泣束る．又．ギ｀職

ア、ノモニウムの痰浸忍び屈さ調節するこ'C.. Iこより，｝也~反ぴl戸

k 及び心， AL. M:J及び， R ，E C乙， Sr, 8久冬それぞれ分競汲

未か戸が 2~ 70 況ejの範囲叶 IM ーギ酸アンモニウム」の‘芦

区麦えることによ0)全てのア）V カリ及び F£, AL, Mg及びI R.Ê c4. 

ふーの）誤に令誤溶出出来も． この祐果！まそのまヽ用ぷの化学式分及

び放射杜物嘆の合析 1こ道用益来る．

湿氷中の放射I}生物質の定菫のだめに、海水／ 11ごー楚翌の E戸広

加え、 これに F£ さ 5, IO,‘/5 ジれグ加えたJ::大 m：：幻九函こ

加えて民 (oH)3 の泥汲さ作り， 炉冽声況澱之少夏のばat二とな

して喝イオ、ノ交換樹賭柏こで展、病分混した．恣淑液さ唸：イオソ（尺な．吝

合も）．ア）レカリ» R, E. A, E．の斗部に分けく計数した鈷果,Fぷ0

翌の藩加と共に計数億が増えることガ｀認わられた。
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第 1 衣鉄一埒蕨系の差喫定々数

;."--r··99一9mr·l9 9rt.19こ9’,.Eャ··”巡ぼ血ぷk`r r-•← r·→9—←9ツ，▲• •• ,.~~.. ~·ー吋．．·今・• ~→ '·9．ド"～心心心心‘`匹ぶ如丑r-. ● ,T..：:：・ニ文~：.こ九-べ·~·● 9· ●▲▼▲▲·-•．·…`・、;`ゞm応心心ぷぃ▼｀雪..`·-^—i /<...れ| I<`,4 
......●●●●●•··,..←．．．．．．．．．．日..•、...iー·-----••9•9•••9------·99_.....""','“.............-----····p...-•,.J......----

I (7、 0 .1辱）X. /0 ュ M ―I

I (4. I 士o..s·) x io 牛 M ―:z_.
l 
` (9 .:t 3)  X /b4”- 3 

(2.5 工J、 2) J<.. /0" f1— 4 

J. l L し 9 99 ] [ [ • • • • I [ 9 9 9 9 1—~ ’ 

J< I 

Iくュ 60  

J<.3 

I4 

2、5

;2.8 

姐．し，錯安楚尺数さ次の謀に足義する

Kl')'¥..= 

3-n. 

(F之 (H eoo)竺］

〔 Fe門 (H Coo-}九

B-8 即汲ひ＇lエー）収アウト中のふ—?()の定量について

伊沢正実，

岩田．辰大

安食浮子

放射課医学綿令研況所

国立予防衛生研究所

雨水及がフオ+JV. ア／ウト中．に合まれるふー知
し，定期的に測定し得るよがこなフたので、

日突抱している．

永井

稗谷

充

属，

の定夏法を検計

/9S6 年／ 0 耳・より毎
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l . 試料の探取，分析に I切要交量さ1尋るため． 及び言ド痺上の灰宣の

だめに面積 I 幻深さ約 30クしの水槽さ予研屋上に設け，約ーケ月分

の雨水及びフォール，アウトを採諏する．，水橋 1ま鉄板 1二厚くヴィニ

ル奎料さ塗ったものて． 巷面が露出しないよう．叉雨期にはあふれ

ないように注急、する。冬期凍結しないようにするよい方法は検計中

である。

2、HCL可窓那分の油虫

先ず土などの入フたポ区濃誨する。 Srfa及びI Cs,―ノ"37 I:!茨う~\

完全に恣液中にうつるここ玄たしかめた。従って実際にぱ Z 国の飛

瘍酸油出液さ合して分析 Iご用い八I工＂茄分てあか

3. ·s>-- ー和0 の分混

この溶液に必ユ幻”9及びぐs so ffl. 9 キャリャー左加え，発浬碓酸

法によるふー＆の分誤さ数回行う。後坂キマリヤー乏加えて Ba..:

及び厄辱さクロム酸楊として介苗する禄洋ユ回行う．次にふさ

丸 Co3 こして泥涙さ生、放厨業さ浪IJ定する。この試料区 2 遥向以
上放遭して Y-90 さ生ビ＇しめた後．酸に溶茸、 Y キヤ！）ヤーさ加えて

これさ先ずぷ酸化物としてか蔑 衰后 1この以五在乙 v て況汲させ，

汝射熾玄測足する‘.

これらの禄作においてふの回皮學は主として発煙虚酸法による

今毘できまるが，央恙物名なるべ｀人除人ために 1ま収卒は寿今落ちて

も数;回<...りか入しろ仔うのて＇I ， 3 回の分饂壌作て＇るが～紗＃て＂あっ

た．

如 C卜企4 ；児波による除*~Iまあまりょくな人砂～ ％9メ位であ

るのぐ、!3ti— 1砂さ多人含む、場合には少＜乙も2. 9回 Ba Cr 0-4-沈澱

左行う I此｀要がある．又 Y キャリャーさ加入くの＾必伍在況痕の回

収羞ま略ぺ I必9 ％にちかし＼．

4ヽ 測定

渓ll 旦コすべ＇て瑞思型がが冑之用いて行フた．測定される1}ウント
数は褐々 /o Cp況～ I(}OC炉れ位 (Y fr炉なゃ） なので太来得れば

必乙タ・回恣I二ょ 0 低いバック，グラウゾ｝‘［カウンダー
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で測足するここが望ましいが課在送の処、品賎試料台さ甲I.＼て 30

ヘ砂分測定している。尚 Y-;いえらな的 についてば栽；裳曲誤さと

つて他叙種による汚米の有殻こ， 半波銅 /6庄時同吝苑認し， 3r-

fべぬ且についても長期向心尤ん芝こフ"(,放射能 li sr-8 9 ピ

ふー 90 とから戎るビして計算 1二よフてそれらの合有董さだしがめ

だっ

測妃効率t:;l:砲気試験所より入手したふ— Y-9() よりぶ Co3 及び

Y—ぷ辺砕の泥汲をつくり 試料と同し＇しィ条件て懐直して決定した。

叉これ之入午する以前は＄トーY 比較試斜（科研製）によってふーY-

90 に対する効率さ永め別に Sr-90 の戸如戌公ク位以の盟踪か

らふーダのと Y-90に対する妨挙の比さ求めて計算しだ．哭祭1二ぱ

Y- 90 に対してば効李 27 %SK-90 に武しt l土 22劣乙して計

算して、＼る．又 RCL D年 4知んが4 による測定て＼もナエッ？した．

5、分析莞果

／クタら一／ 0 月より 1 年）司の測涅結果ぱ／日当1）ふ一沙陥下

量はIO丑辛臼叉ッがユ 舜度，／耳向の総訴エ約 6 らが／ん.z.仁い吟々品）

℃なる，全体、乙しての誤差は土み洟；と危えら汎る、尚毎目の 3ト-90

降下里の突測直三宅氏等の計算億こよく一致している．
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B-9 雨笈び落下塵り］幻討佐、ストロ）今ウム含有量について

気象街空所三老泰雄
俵橋誇子

杉浦考雄

訥賦幸雄

り爪わ机の研究室之1ゴ昨年 7月よ I) 東京において院条した南／お

よび落下昼中1)放射佐ストロンナウム 1) 分机乞百つご vl ダ

試料l·d ， ／尻2のピニー）国を張・った応這た用いご／ヶ月 2' とに

祭めた。

上記f)ようにしご泉めた賦府I~ 燕．発乾固 L ご合栢l·く用いた。煕発

翠怠ま／ d 戻 3‘ ら 20 玖グの多きに逹する。かがの令離に 1ゴ，本国
か＼ーーしイI'どの也か行っごいる万法を毎照し、大昭は 2 れに従っ

た訊二，三挽討すべき点乞認めた1)さ埒1ご報吉する。

先ず米国之の他で用いといる万法(j) 1硬略を記寸と、試料に遜酸

を祖丸ご潟没し、 可溶性の堀頬を抽出し、た．この堀酸溶液から，辻
ず釦 02 を除去する u 決洟·は見プク Ce-NHゲ OH さ F£I A必等を除

去す？。 F名、 A£ の？を疲を地蔽にとかし， Sr 乞キャi)ヤーとしご

幻え衣酎I庄、的を回玖する。ア液に咲鰍、ノーグ乏加え乙． ア）しヵ

I) 上痰元奈を茫疲ざせ，応過するし吃激を璃報為に変茂，発埋礫穀
区幻え之：晩放濫し4 らを除去すり泥波を涸水にとかし， Fん

を加えアンモニャ，•ア）レか）牲さ吃寂をつく l) 、グ汐過すゐ．ア遂に

召孔を加え，眸舷ー即諏アンモニウウ左pがをるに醐酌し，クロム

誼カリウムを加厄て Ba，灰久を除去す~. !3a..を除去したシア液を堅、

澤ご之逗同究置し，厚を加えご咤激とし，放荒能を叶測吋ク2 。

一方，三のア衷から庚瞑ス 1、ロン今ウムの定激をL. （），放紺荒の叶

測を行った。

恥上のオ果，f下さ向題となるのば前に瓦べたように．燕免残海が

I O 多かわ 20 蚊伊にも逹するため． 堀畝地出によっこ F..12..,Ai!..

ふ： 0ュ等あり迂ご救多以上も哭存することさある。したかって，唇
君わぱ．特に次f)魚に検討をつ叩た「：：：。
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臼． 4£ 等多曼 Iこ扶存する堤類、：D分離1ごついご。
名·

戸とを水酌化憫としご令雖する時に lゴ： IS • (/)芭子が． F乙f)'完

寂に稼百する．水殿＇イに物に扱行した釦 lす，再定を緑返しごも回紋

lすむつかしい。しかし、エーテ）レさ註出乞行うこ， I紐の慄央を全

＜伴りすに、 F.e,.の除去が可能さあ／つ。

なお、 A｣ I•こついご 1ま， Na  OH および＇，ル公ュ C 改3 ら用いごザ'

淀1ご残し，炭散過としてふ4 乞令離することび出来る。

ス．該奸を Hc_R._ c坤出し、ふ¢0.2.乞除いた役溶ヽ淀と哨諏塩に吸

え，多量の F之、 A£ の共存状筵 1こおいこ、逍ちに発煙鹿取乞用しl、

た場合の＄几の令離についごわ険吋左加万た。

B-|0 フォールアワト中(/)$/I'--90および SA-8クの
合柏について．

栄大理

丹底

脊醗信房0 千業盛人

橋八詞

フォールアウトの分栢）す，水盤芸，ガムド‘で一ペー法，フィルタ

ーペーペー法等を集めら汎た践料につし）ご行わ校るが，大豊の践．叶

を果めゐことは困荒ごある、幸）：荻フィルター乞用いご大壷，の空気

を口逸しに空中ち 9) の菰料を寄たのさ、、特にストロン今ウム及びフ＂

ルトニウムの分維を自旬妃実験を芍った。

試祠ぱ／ 9 5 ク年 2 月以眸療宗の地上ご，約 1, 2 x / o7成3 の登

気生口迫．しご祟iI）られたものご•あた。・

／う 賦料乞煕発皿iこ入ね炭化した後，竜梵炉さ約夕ooで 1ご煕．L

ご灰にする．

2) 戻｛ヒ款料に翠嗣玖を加え、喪に阻体こしこランタン／ ジ）レ

コニウム／ストロンナウム、およひtz..シウム全 20呟を加えご渇

溢J:.さ畏問向1J0熙溶酔·すゐし水:C•·>)すめごかわ口別する．

3) 口漠廿燕•発乾回し，虚散を加えて蒸発乾回を魚返し 1 /応:0z



(7よ｀），

を除く。

り 釦 0.2•からヽ乃口滋および洗没を合しご o,3 j\I 堀戟叔仕として

底化7杓果を逗じ硯化例を落源さ辻， 0別淀寿する．

5) 口凍，淀澳乞今し礎化水素を追出し．鉄生町t. L た衷堀ィt

アンモニウムおよぴ CO迄含まないアンモニア乞哨いご水政．但均

叩尼漱を未る。．冗澱 Iす亮諏に渇網し． 再定殿乞 2 回捺返す。

り ・水応に加から／i）口砲および応夜を合しご囚煕し．芸較アン毛

ニフムさ加えてア）しカリ土額元素ら泥澱さ亡ゐb

7) 央嵌滋の冗叙を硝諏に溶時し発湮硝眠乞加えごストロン今ウ

ム盛お｀よひべ＇）ウム揺を泥激させる。グラスフィルターを用し1 ご

刀ルシーウム虚を口別する。

ク） 笈疫lす水に溶皓し魚発乾回，し． I60て「）空気も中茫i時向

乾燥す~,.·冷却険7k/0CC に落酔し発煙甜頑箋 (4=/ 52) 2｢~  

を徐々に庄I えご刷叙風の完放を依る。この原佑乞2 回繰返す。

?) 町虚J)泥澱は屋o·c ．で乾虚した茂＇少奎乃フ灼こぅ容群しノ

恥2t、J)坦体 2 J勺を犯友アン王ニアさ．pH8 にす心るIワ郡

穀／立， 6 J'-1酢訥＇アンモニワム 2 尻とを叩えごヂゲぐに熙する，,.

.. I 、 5M．クロム祐ナトリウム／れ必乏加丸ごベリウム己よび＇ラジウ
ムを泥殺ざ辻るし

Io) 口夜はア‘ン毛ニアごア）レ刀 I) I辻とし，咲眼アンモニウムを狐

たごストロンナウムを戻寂．温．乙して泥姦ざせ市脱爾笈）こ溶呼した浪

(9);1)万法だよリストロンケウムf)泥毀匂乍 1). ?'ラスフィルター

で口逐し乾綜•,'茂ストロン分ウムf)奎璽を秤る。
JI) 瑶酌ストロンナウムが定激乞水に溶解し、戻寂ストロンチウ

ムとして泥澱さ己口逹後捧を甲ぃご口過'•L．，口穀ごと汽竺致を衣

・ 釈陀測定用賦料血に殺し、双痢能を測定する．

ロ） Y- 釦？臼生成乞芍ち炭賄ストロン今ウム乃沈姦乞じ垂の逼

郡に溶醗し， 戸之で卜の坦亦夕勺しを狙たる。加t.アンモニウムお

よび COュ 乏合旦なし）アンモニアさ 7ド町ヒ鋲の文澱を作る。

泥澱ば這武に容岬L ご再‘ヽてを行っし口坦．r年を用いご口酒し完笈を
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試料皿に移し Y一つ。If)放肘先を測定すな一方，ぶy'ー9 クを釦）
泥翠における Y- 99 の生畏を別定し同万よ l) 試奸の新—ヂJ'+­

〉／＿分 0 の愛を求め、 I砂ーグ今は欧料のストロン今ウム即．分全放肘

荒から 1年ーのQ +yーデ〇 区除し）て訂昇した。

B-[1 1 956~7 年新湯における雨水中乃 3んの合璽

笥渇大学理学部 小山誠太郎

クト林 武

〔おわ区］哭叉．的殊こ礼よ I) I 日廷香いたしますり

放肘咤雨の 13げ。1[)環疫 l芍， 2n まさ荻術能化学令団にかけるこ

こなくノとの総刀ヴント欽と八ンター・ベローの表とかわ痺出ヰウ

松ごいた 4 しかし最近楔瀑発宍映·亦繰返し行り仇るようになったf)

さ 一つーのの憑危の影富か別々に呼仰さ汎・つことなく． 互に重な

（）あ＾ご 9見のれるようになった..とこを今日ィ回々の問水院料に放姑
,(t..学分柏を辺薗甫すゐぬ翠が生じ＇た•，

巾ポ 30~1.ao ,i乞熙発乾固し、試料の華謄によつご次の二紫
Iご処理すダ

(A）煤発力 7\ D ｀りい（欽瓦炉．掲合， 0 ，る N娼敢によゐ油出漠をす
ぐ陽イオン交捩樹廂に適す。アンバライト l R. 12 Jク ／Jク～2Ja
メワン』柱.<Pi4印況x ／夕〇況竺 流；速毎令／れど． J．会％シュウ

醐ご· NP、リ寺乞溶出した微， ／，ふ N N沿 Cり， 3 ％ IV成JAc,

(/; /) Nt/#-Jf/1)滉合深(pげクぶ）をもつご函乞‘店出す

る。ただし． I1 じめる 3~ (!)溶出液l';Jぶn ・と逗う＇乃さ別 I•こするし

証フラクシヨン乞票めシュウ酷カルシウムに芸究さ辻ごぶy, 90 • 

測定病試丹．としご保存する，“祀逸緻 1ご溶lすなかった部分1す HF,
ガ虚 0#I HMO3 疋埋によっ之可溶ィt..した上さ可しくィナン交

涙分僻にかけゐ。しかし． 2 のあこの Sr フラフシヨン Iゴ多〈の

”}令無硬巴きゐ捏度ごあな。



（プ;.>)

(B) I束□澤発刀スび多く（欺多），希癌暇柏出沢Jこ Fg, A｣, C' 久、

”イオンが多鬱に含ユれる渇今。イオン交検分離、法によのず，＇
荘霰慮分析・1)常法に従うご，ユす／ MH必 2 J o.仇£づ＇つ 3 回使

うこ煮ヽ弗・還い分離乞擦返しご抽出し、珪暇乞除いたf友，疱味，分
令璧法によ 1)' シュ・ウ鼓刀）レシウム｀忠汲中に ISfを挟沈ざt±ご．

二れをふ＇n 知測定用款．料とすな c さこ (A）コた 1す (B) による

翫西測定甲拭叶ら 2 0 日以上放匿 L た後に虚尉にとかし之 Y包

の分離乞行う。すなわち(a.)キャリヤー乙しご F之丑幻ヮ~乏添

可 Lごた (OH)3 1' こ〉勺？〇乞共：泥さ辻るか，あ．なし｝は（-&-)イオ

ン交戻町胆法にか（すご 旦す NH＃ク＋MHチ(JAc ついで 6“H

ロ乞苓碓剤ど叶l．ご ISr戸＋ ISr今クびら Y知＇と分離し F~ （屈）3
にy知 乞共泥：：：辻ご戸°の放討能測定試料とすなどの涙喪

曲堺およひ A£ 吸軟曲線かウ判ばするこ (A),......(Cl). (B)ー (4), (B) 

ー（ん）り組合せさ 1百碍ら八た Y'知測定広府に放％1)長寿今の

汚栄を辻ぬかれは1Jヽったが，（A ）一（必）ユたi'd (B) —ば）一必）の定理

法によれ 1・ず，紀牌沿‘• Y如水毎ら汎ゐことかりかった。

上記の万法によっこ苛渇地万の成酎茫雨に合迂孔ごいるぶr 知

の寒曖乏定蔓した結果乞表の芹／徊にしめす。また、南の絶砂叶

中に心知万）占める劉合につき／ Yク0.1)冥測但かわ輯·出したもの（

戸胴）とハンダー・バロー疇 0ゾ這を取ったも・1) (jp·這）．どを

比較した。両告．f)かな（）大きく喰還っごいる滉合かみら汎るj)で，

硬設開さ口統カウント玖乙ヽンター・バロー1)表とかわ．粛水中1f)

靡知履壷を算出するこ乙 1ゴ些ましくらい。
＿．一，．．→—t一—―-- - • 
丙心鼈カウント虹尋西麟i撫釦叡叫

I ノ：口：4:口：(/:r1 i~ノ灰 ！□□□ □数1
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□; // 2 る I ;、: I ::~: I ク,、|辺|竺 I 0，る夕 l 竺・ニ土—こ竺、ー」
B-12 天岱米中．i）ぢY' の辺塁合栢玄 1こ勺いこ

屍児島尺．文理 胆
堆

政
吾

田
面

錬
大

天然．フlく中 D だ砂 J)辺透分析法ばら万面よ）雰坐さ礼る茄さある

が，一微iィ：： Cr-1:.. .11) 尼当愛力共存かあるのを，比較的徴甍の夜荘と

定憂するここは従来・f)万芸ごは不免合、且，因薙なこ乙び多い。啜

君かわは 9芍｀r 乞アルカリ土頷として分萬辻ず、 9°Sr よ．j土ず•な

9守 乏定壷す令こ乙によ l)芝に夜外乞定愛する幸 3譴当をある

と汚え，←またイナン交択訳歴iを同し＼な児．合、9D ｀容碓剤としご lす，どの

令解方法：：：：汽孵宍す孔はクエン蒙アンモニウムかや/-j l) 恐も造主で

あると考"A. 次(/)姐き方宏乞赤甫した。・

令祈去：

試水中1)有歳約を完全に令碑微 02 /\Iの堀訳 2 Q c c こ恣かし・

/ cy今 '7)、9荒遷（駆、下司．禄とす・る）さ廟．イオン交捩詞ぎ（9 月／ft.J—

もゾtJ.;:u I 尺ー／ 2 o, 尺一げ型，icJO~/50 メッシュシ

／り x / a a 屈成、）に流し、次いさ a. 2 /\/癌印乞 50 cc, 謬

o/0 シュウ酸 5 夕ぐ．C, 乞頑次流しご刀ラムを泥い、次に Pf-1 3 、 I

に網奎した 5元ワエシ酸アンモニウム｀：蓉源／ J a ど~虚‘充しI f,叫

から生じたー効'Y 区合めこ祀土誤乞溶碓さtt／さ殆離終3 時剣

を記醗し亡＝ 0 とすゐ。溶鐙険カラムを一定時向放置する。（

/ ~2日．恥るいばど如以上，符別い疇口釦麟） b 攻置痣同

Taおいご．刀ラム中の忽SF かわ主成しに 9り Y を Pf-I 2.9 

に膠］登した 5 ％フエン酸アン亡ニウム溶戻30 C,C にこ溶涯すな，

PH 乞 2，令に躙堅する'J) ;す刀ラム中に残ぅてプala 可症l比ある

殴13んから生成した 1砂L4 ，の溶階乞防ぐためごあっぃ
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容覗遂 Iコ 5~ /0  C, ぐ迄衰網綬キエルダールフラスコ (IOOC.c)

に珍し 3 ｢;C Jう過画奈蝦 (co摩) L'2 5. C. C の 3 0 災羞鰍化水＇

素水を加左る。フラスコ乞顔［T Qなら徐々に応熙するし、夜壷·か蜀

初の半令にはヽったら差熙し内喜幻か相～黒色に己‘つ乙ら火を＇グ

し蒻が注邑しご分畔寸る。はげしい令爵が止んだのち、耳び残熙

し，朕羹甥をも完全に分薪する．殴復 1こ a,a2N．堀瞑 2 J C,C 

ごフラスコの内壁を洗し＼，JJ··、ビーカー己畏哨し諏料皿1ご手多す＂

赤外碗ラシフて乾深峨、放酎能を測定寸つ。勿y.1)澱表曲練から

問同 Tにおけるダ°Y9 の放酎飽を求め． T問r司内に？芍P よ l) 生成

する紗Y の平街壷に対する割合を芍幾に入れ之武料中の灰Sr {/) 

壷乞計鱗する。蛉＋残y (1)匪粗衰度のものについご上万法を

斌匁夫険燥作上入る因麟ふくりた一程の殴元侭畝を T t1.)巷々

ば偲に対し・て叶弊し甲患しごおけば俣利さ•あ 7;;:; b' 

矢 試水によっこに屈す時の交換容晋らか＇占 不只をすえこともあ＇）符

る。どの時 1寸哭夢のスケールを拡大寸る。
-j 

B-]3 Iく合百試科庁Ok 膚正について

東大理 村上悠捉雄

自窯放射矩f)詞蛋やフォー）レアウトによる放尉茫汚栄の調癒に：：：

いしごは、tくをも角すゐ試社（ごれらの効合かぽとんこ？全郡をある

か）にあつご 1す吟く（ク，0 / ／ヲ疹）の及ヽケ放煎肥（足店り昂必

/0戸につき／ r, a るる Me v の割合）の存在のために単にごti)

全灰附先の別定によつてば、輿の放粛使汚系の程喪乞しる男す之：：：：

ない。したびつご化学即或ぱ酪光分打釦に I<. を定憂しご身こ校の計

数への寄与｛『l．合を実験的にもとめゐむ＼或ば理南的にミ校を尊出

して祷正乞行う宇か行われゐ。

実陛ピ·哀料中の K 含菱r.;;t'きわめて広い範囲にちらば‘つごお＇），

涅いる該料の柱次，使用望 l謡乙にぶ）吸収畝乱笞どの効宗かなさは
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(). 正しい寄与乃劉今をしリ咤正直を六・めう早芍容易さなしi <1どつ

上に網登にあ亡つご l・コ玖多く，：↑)賦枡を疋理辻ねiつなわ店し＼のさ，＇走

つご用しl .l.,;i走重万法］こん一定乃制限を苗•づ＇かわ生じごく，つ。

よく行わ汎令万法）す K立法，i立:c..R o4 声 l\zFt必ら声底 I-<ぬ

(No.2) ¢、ま等或可廂光分后法などである。澱自 I·すカリウム，包シ

ウム／ ）レ巳ジウムなとにたいし、テトラつェニルホ；レート (NC{.（巳

(C紅話）牛］）（灰ひとの謗専倖）を庚用すゐ灰酎（に学分町乃祈究を
行つている。

茫在まさ 1くえi”れた結宗によ八ば lくュ co~. 1く改， K改 0尋手芝！寸

いづ＇れも竺たによる攻釘脅色＼すタグ 0•窃尻ん戸以上を無限専みに逹す

令。二れた 1す：1)刀リウムを用いご走董するといつ車噂、冥玲上：不可

茫に直し）宇をある。したがつご冥脹上 Iす｀もつこりない灼で行り・灼 1オ

J.jら IJ'い）うご碑正の万法．Iすむつ、かしく叉碑正1直の大きくなる学 1す◇

む乞えない。

叉、力 l) ワム・の焔光分柏乞行~）ご定壷をしこごの完悪かわ単に

/ 9 Iくにつきノん 30 必芦どして理翁的に計算する手ぴ叢も容翫さ

あな蕊コ試料と同壷の Iく辺の灰角茫を測定し、｀上記定垂佳よ）

比例肉鉄によ I)算出しご病正但をだ＇―ね華かおこなわ rlる;:勿綸この
方法にもホ向題があるが夕愛の誤叶乞限ら孔た時同｝こ坂う渇合に
ばす·ごがたい方法ご•ある。

テトラワェニ）レホし．ート涙ぱ S~/0呟の K の定垂が容易こ已

っ，綱度か•よく行う手かをごどの·t良葬赤敗）す k~ しこ F=
（ク．／り9/2 <であり、きわめご小さく郡合がよい。 ごしご琴ク

吟／ど竺之位さ町疇みに追すゐ。i<を・全有する可叶・1)代表即なも

1')としご祖拗灰かあるか多～／5 芦位グ） 1< 乞憂1)ものか六郡令であ

る八

こ汎ウ上記の万法はいつ＇汎：：し／3•7C、g乞共吃すゐのワをあ＇．），この

点ご、分縫 L ご双甜籠乞測定する宇につき舌寺の向圏かあるし

上記合證・乃万‘法についごの実験皓界につし）ご報吉寸ク。
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B-]4 7 ォールアワ □ 中・1)アルトニウム 0分抗［ついて
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19 夕 7年三角以降東京乃地上さ．，／2x /0公3,、1)空気を連じ

た空気口涸底の口試かわ，＇「文渾発による放附i庄物気を合むか）乞尿

泉 L ご {E 学合祐を行い， PIA:...づ芦豆遺出した。 2 か沢靡化学分

祈及び放附先の湧l定の禄作t-t,以下の知くてある。

I. 灰鱈性のう）を舎む菰料の誤を燕茫皿に入れ，壷気炉を約ふ如゜

りに魚いーご戻化する¢

2 . 悪ら虹紅ピーカーに入 n,'り壷の水で昴しごから懲庶銅こ

如え，表に咀体 20吟ずつ D. ランタン，ジルコニウム，スト

、ロン今—ウム，セシウムを加丸ご渇浴上さ、長考·向m熟し」水てう

すのごから口別寸るつ不‘'容約·は綿硝諏ヽて淀つ一

-3. 口来友を嘉浴上ご熙発乾回し，残留·霰｝ピ掲諏を加えご熙発澪直

乞旅源した微，癌鍛を加えご、ン 1) 力を口別する。

#. 口夜泥液を今し， 0,3 t;I の品諏諏柱としごかわ硫汗t. 7ド桑乏遜．しn
ご釦t物を党救せしめ，これを口号lJする。

タ， 口沢，淀淀乞今し鼻魚沸して足ィヒ水素を造出し奥素7繹硝賑

さ万ー鋲乏諏化した筏遇刹1)興系を瞭去し、固t.アンモニウム

心と知らしく熙曲した水両約にアンモニウム乞加友鯨こ，苅三族⑳水酸

ィに関乞汎疲させゐ。この泥｀政を口万Il しご犀醸に容無し·要に二回

水骸化物1)咤渓樟長作を線透す，

6 , 上の諫依さ碍ら几た咤澱を漂虚恙に溶癖 lJ堀蝦顎度を 8N9C.

網節した後イ‘)ヂロビルエーテルさ三罰：1)釈を註出す7;j.敬回油

出原作を躁返して欽を除去した家 醗瞑澱社の水句を庶発乾回す

る。．疾絹物に硝諏を加戸怨発乾回を躁逗す。

7 上の残晋初生i N(/)関郡に溶酔し落泥lご亜尻諏カスを運じた



(9a) 

心 a 分以上放昼しごプルトニウム乞遷元L ． ラッ化水素3立加え
、(3 IV になるように） 得わ汎た市土フッ化約J)泥漱を遷I心分筒
丁る。泥激口亜庭蓋ガ7` き直した哨酸とフツィヒ水素のつすい辱農

さ泥った微，｀：ホウ諏さ飽租した｀衷哨欧に溶陪すつ。このフッィヒ筍
泥孜幻知豆涙 1こ．二隈魚り返し，載微 1こ舟られだ茫淑を同費に

岩醗した覆照発乾固す◇。茂苗初に 1--J蛸瞑を加左て怨定乾固を

錬返す。

8. 上のようにしご悪かれだ残笛吻乞層のポ1こ溶餌し，墨諏を祖

文ご約め 0 況乙のJ ON 謳諏諏｝世溶漢とする。

夕． 残謡基性陰イオン交涙樹廂，〇函りク乙 I X- グ, /J0~200 

メ‘‘)シュ乞用し）ご 0,5 乙がげ X SC辰 の的胆柱乞f戸）、 こ汎にあ

らかじ力莞合J ONの揺酸を追じごあく。ミの街瞬狂に上に得ら

れた落翠を O、 3~0,5 JJt£／がり1 (/)流途さ通じ，表に !ON 過薇

Iy蚤さ泥つ。

IO．和賠柱 1ー：：：吸肴されたフ・ルトニウム乞］ N 烏諏さ溶酪する。苔函

筵寸燕発乾固した彼．泥入する有款物ど．り壷の泥跛ど煕して分苛

し、 カラスi阪上にマウントし，赤タト瞭灯下ご熙完乾燥する，，

上淀の分析珠乍さ得られたカラス阪上の試斜につき／弘線竜局

函及びこれに連結さ礼たグレイ・ウェッジ解栢器，ヌロシンフ）レ

今ヤ不ル波島鮒析君□ 区用いこ＾慮咳致，ふ緞のエ木）レ苧ーを慣lj

定した所． 521v\ev(/)工木）レギ｀ーをもっ小瞭か検出さ汎た，，ヽ

上記の放射低学的及ぴ物埋竿約実験かわ，この改際lコp．しし一

2_.3'9よ）灰尉さ札たものと芭たら札るが，又多少のp几―2#0

が同時に存在する可定住もあると思1lつitゐ。

知gにおけゐ地上の空気中の P尼三239 の港咳ぱ！もし空気ロ
逗叙のフ°ルトニウム粍果の効年及び化学令柏(f)回紋年びともに心°

％さあるど仮定―りればノ／クタク耳 2月か03月コさ l芍／ X ／0―8

た-,µ,C J~,＃月かわる戸ユさJコ 2ISX/0―髯乃名な とは)'バが‘,

もとよ）この位1す存在可院なpんー 23 ラの壷の取区肱限信を与丸
るものに砥きら‘し］。
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B• 5 食呂 人体土展等におけるセシウム I.371)
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灰釘l庄降下初による自然初の汚栄のうち長ビシウム／3 クによる

るのについご lす，ストロンナウ 4901百とデータが出されごし）な "l u I 

どこご，沢 lぐ疋ぺゐような辰理に立抑しご合紐定量武をきめ，検吋
垢子の自然詞につし）ご乃芝蔓した結果を卦文告する。し．

原理

改印肥｀直il定 I戸かつ以直及 L C:::.戻用されごし＼る戸畷用釦研敗
壱を使用しご行う．芝しごロシウム・（アルカJ)元宗）．の分酷称乍

はゐべく熙味を必要ど・亡す，ユた茫．令検討さ孔ご炉ると L て 1す，

方法 31哭甲する。

万涙．．

色熙計数は／］A-./ 2 ~炉況をあ I)' 測定角向乞乗大 I 爵向とし

ご，測定誤庄／ 0 ％以内におさえるたりに、敢侶釦3乃万Cのセ

試料としごば／ ao尼尼 Cシウム／ 3 ワ乞測定寸る必兎があ I).

程要合むものから出発する必喫がある．9

9つきに．只為寸.7か可百乞}辻(/)ある他の灰的件，捩種と L -c:::ストロン

ナウ人今Qノ称土頻，ラジウムはとか壱えられそ忍、：：：れらは、

通常行nnごいるアルか）元奈の合蛸、藤11<,碇諏べ｝）ウム、一水

瞑化物一炭載證ーシュウ瑕薗f)谷定澱を1R る除l2 茫迄完全に除か

礼かす元覧〉I), 二の狸由から商用のアルカ l) 分碓法を旅用したa

従つこアルカ l) 邦に来な放灼仕元奈としご 1す天窯のかりム

#0 および）レ旦‘ジウム 3クさぁる。 このうち忽壱り芦需のエ本

・ルギー．Iす a./ 3 ぢ臼もいで非感に唖く，ヰた自然拗中．1)合閂垂わ



（ぶダ）

小ご向聴で心らはい麟刀リウムほさきるた＂け分醸す勾が必要刀ミあ

(), 分離法としごは水溶沢中ご，1)忌化白金諏菰の容滸苺の差を利

用する万法を麻用した＂

已シウム／ 3 クの絶町測定／コ料研山屁薪究室：百敏・依された療

津料．との比草文によった。

結果

土浪5 野梁 6, 穀類 II 肉類7 需準俣2，海渫 2 、紛乳

#, 人血 2、人界、 2 夕， ごの咆 3, D叶る夕醜和こついご．巳シ

ウム／ 3 7含量およびカリウム念壷を濱il定した。どの皓票をごシ

ウムユニット（AA-,,fa-- C,e.タ 137/ラ k) を示すと昨年産玄米．さ 3/

へああ，野菜類ば色く 2,8~ /I, 獄肉 3 る、 ＃＃ごめるが，辺

産．f)魚や溢爆手3区くご 33へ／ ／芝あっだ。結．蜀，唇宝善栄揆妍

究茄の悪準コン立さは夕 S 自分につき 3/、 32 ご l 曰の夙衷

詈す＃呪． 5 ／匹ル 0 乙あ7.;).

・人虹に2例 I可る 2 、 ワウロシウムユニ＂）トノ人旅、さは特例＃例を

除いたも：n J)ヰ均ば＃Jとなった。

6-•I6 7オールアウト及ぴ狙蜀中のふJk90 及びCJ-/37

1)灰肘化学分杭

許岡大敦詈虚）ll 舜倦
小誅啓示

入ホ揺男

曽衷教夫

祖物中のふ90及び C4-/3アク）憑度の年次吸ィヒ及び灼炭別牧に

を測定すゐたのに，同一試秤よ） ／紐ーラ0 及び e,<)- /37 乞ご八ど

八分叔「すゐ：：：とを試烈た，乏しごこの巧法をフォー）レアウトの分柏

にも湖用｀た。 三 1ここ YLのの万法 l可心ーラク灰び心ー／37 によ

っご埃訂さ仇た c

祖加 1す灰化放忠叡に恣諾し， ＄Y'之十及び C-4+坦体を加仄、不溶仕



（紅）

衷置l 苫宍諏ナ 1ヽ l) ウム溶酷さお二る＇い溶癖浚、両奉 1オ合停したJ衰

縮陵，痕垢諏によっご珪霰の脱水をおこな•い，差談を愈芸衷，燐諏

券＝釈によつご燐叙を除いた。火し）で栃諏アンモニウムによっこ

虚及ひ｀ ISr 乞吃殴迂しめ，爽に汗漢1こ C4巧~且沐乞叩友ご禍駁烏

を究殴さ迂ご ISr の田収を勺つ「：：：：： o z'.: l ごこJ)聴 ·n炉涵 lすぐ炉／3グ

令桁用としご倍：岳した，

得ら札た泥殴は合併しご辰化し硝翠／こ溶牟しごマン芍＇ンの駿に

初を除き，発煙岸畝法によっ c Ca... -2:::.翫の分離乞おこなった。硝

酸ストロン今ワム 1コ水に渓雰僻茫， クロム諏ベリウム及び水酸化鉄に

ふつご汚栄旅種を除さ庚醸潟としご泥践させた＂次いさこれを命

犀饂這僻しご Y—知を主成さt±／⇔ために 2遡向以上灰営し、 F之ぅ十

桓呻乞加え水酸化ナトリウムさ戸ガ a I こし、 水瞑4ヒ釈に ‘(-9繹

飩県しこ／る俄計奴によっご測定し、砂—ゥa (f)衰衰を求めた。

一方 0-I37 1づ走に保存した沢｀足乞壊略し，痕硝諏によつご，

誇蒜アンモニウムを分妍疲，脚ヒ切にかえ，中牲溶落よ）豆禎蕨コ

バルトナトリウムによ・つごI< 及び C4 乞合離したク次いご泥痰I'd亜

硝醐ナトリウムと共）こ容琺し，水に溶かした唆コベルトの瞑化掬を
除さ尭群酸る囲諏Iごよつご分語·し珪タングステン諏法によつご

C4 乞分醗した。珪タングステン酸セシウム 1す lJ7蚤のが畷4ヒナトリ

ウム恐湊に落僻し、固謁春諏にご礼を合酔し、 珪踪及び＇タングステ

ン叡乞令況しだ，巳シウム溶、淀に表に達謳素酸を加えこ白煙か危

生すな忌ご、，痕栢し、 ア）レコール乞添如しご逸最系諏ロシウム乞冗

殴せしめ． 7ドに溶網しこ水酸｛ヒ疾9こよゐ汚悉除去をおこない、早

び逗埠素酸之シウム乞泥澱せしめご、ごねを戸あるいはが練さ叶玖

L, 0-/ 3 7 の表辰を求めたり
分柏結果よ），3r-9 グの袈喫．の年次別知t.は，顕君な、ことを親め

たが， 公ー／ 3クの叢咬についごは必ーウ 0 の涙展に比伊」してし＼

公し）・ニとか n かつた。 こ汎らの結果かわ芦た一90 及びどふー／ 3 グ

か夫マ拍均に合隷仇ゐに至る忌をの経遇を芭寮し／ごの差違乃泥朗

を試吟た u




